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１．はじめに
　2021年度入学生から全学的なカリキュラム改定がおこなわれた。音楽学部においても「学部開講科
目」を「音楽の理論と基礎を学ぶ科目群」、「演奏力とアンサンブル力を身につける科目群」、「職業音
楽人キャリア科目群」、「教職関連科目群」の４つに大別した。その中で「職業音楽人キャリア科目群」
の卒業必修科目として１年後期に「職業音楽人キャリアⅠ」、２年前期に「職業音楽人キャリアⅡ」
を新規開講した。本稿ではその実践について報告する。なお『職業音楽人（しょくぎょうおんがくじん）』
の呼称は造語であり、カリキュラム改定の際に筆者がネーミングしたものである。現時点１でも検索
エンジンGoogleでは該当する単語は出てこない。この「違和感のある呼称」には明確な意図があり、
今後の学生募集における差別化とラベリング２を強く意識したものであることを先に述べておく。

２．「職業音楽人キャリアⅠ」について
２−１．目的
　音楽学部生の進路は本学の大学案内およびウェブサイト３に掲載しているだけでも「中学校教諭、
高等学校教諭、演奏家、オーケストラ団員・吹奏楽団員、音楽隊員（自衛隊・消防・警察）、音楽教
室講師、音楽関連企業、楽器店、楽曲制作者、マーチング指導者、海外留学、大学院進学」と多岐に
亘る。これらを一括りに、しかも同一授業の中で扱うことは難しい。また折角夢を持って入学してき
た１年生に初手から社会の厳しい現実を伝えることが必ずしも最適解ではないと考えた。そこで先ず
は「学生の心に火をつけ、やる気を起こし、その背中を押すこと」を目的とし、敢えて「就職」とい
うキーワードを使わない授業を計画した。

２−２．概要
　図１にシラバスを示す。授業の到達目標に『「キャリア」とは単に「就職」に関することだけでは
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要　旨
　2021年度入学生から全学的なカリキュラム改定がおこなわれ、「職業音楽人キャリア科目群」の卒業
必修科目として１年後期に「職業音楽人キャリアⅠ」、２年前期に「職業音楽人キャリアⅡ」を新規開
講した。本稿ではその実践について報告する。音楽学部生の進路は多岐に亘るため、同一授業の中で
扱うことは難しい。そこで「学生の心に火をつけ、やる気を起こし、その背中を押すこと」を目的とし、
敢えて「就職」というキーワードを使わない授業を計画した。テキストに瀧本哲史著『ミライの授業』
を選定した。また新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が拡大していた時期でもあったので、90分
間全８回分の授業を自らビデオカメラで撮影編集し、当日中にYouTubeに限定配信して、そのURLを
グループLINEで受講生に伝えた。「2021年度の授業評価アンケート結果」の「９　この授業に対する
担当教員の意欲や熱意を感じましたか。」の項目では「とてもそう思う」が41/47（約87％）であった。
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なく、これからの人生において「どのように働くのか」や「どのような生活を送るのか」を含めた「生
き方」であり、その意味を正しく理解する。』と記載した。テキストに瀧本哲史著『ミライの授業』
を選定した。また未知の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が拡大していた時期でもあったので、
少しでも感染の可能性があれば「やむを得ない事情による欠席」としていた。そのため多数の欠席者
が出てくる可能性もあった。そうした学生が不利益を被らないためにも、90分間全８回分の授業を自
らビデオカメラで撮影編集し、当日中にYouTubeに限定配信して、そのURLをグループLINEで受講
生に伝えた。全８回分の授業ノートおよび「まとめのレポート」を各自のスマートフォンで撮影し、
その写真をUNIVERSAL PASSPORT（以下UNIPA）の「クラスプロファイル」の「課題提出」へ
１週間以内に提出することを評価方法とした。iPad等のタブレット端末を使ってノート作成をする学
生は意外に少なく、毎年１〜２名程度であり大半は紙のノートを使用していた。提出されたノート写
真に関してはUNIPAで毎回コメントを返し、未提出者には個別にLINEで促し、「やむを得ない事情
による欠席」如何にかかわらず、欠席した回であってもYouTubeで動画を見て必ず全てのノート写
真を提出させることに努めた。非常に手間暇のかかる方法だが「学生の心に火をつけ、やる気を起こ
し、その背中を押すこと」を目的にしている以上、こちらの熱意を最大限に示すしかないと思い、継
続していった。

２−３．初回授業
　図２に初回授業の提示教材と授業風景を示す。『職業音楽人』という「違和感のある呼称」に加えて、
卒業必修のキャリア科目なので、面倒臭い難しい授業に違いないといった「思い込み」を持って集まっ
てくるのが手に取るようにわかっていた。それも想定して入念に提示教材を仕込み、90分間ノンストッ
プで熱く語りかけた。「この授業の目的は『思い込みをぶっ壊せ』『違和感を持て』であり、８回掛け
てこの２つのことしか言わない。最後のまとめのレポートに『思い込みをぶっ壊せました』『違和感
を持つことができました』と書いてあれば極論だが100点だ。先に答えを言っておく、是非100点を取っ
てほしい。」と目的と目標を明確にし、強く満点を目指すことを推奨した。実際に初年度から100点以
上に値するノート写真を提出してきた学生も大勢いた。
　提示教材は全てプレゼンテーションソフト『Prezi（プレジ）』４で作成しており、ワイヤレスマイク
を持ちながらBluetoothの指輪型コントローラーで操作した。2009年にハンガリーのブタペストで起
業したPrezi社のソフトなので日本語フォントが少ないといったデメリットもあるが、その先進性か
ら今や１億人のユーザーを持つまでのソフトに進化しており独特のアクションが目をひく。本学の
オープンキャンパスでのプレゼンテーションもこのソフトを使っているが、やはりインパクトがある

図１　「シラバス」
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ので高評価を得ている。
　初回授業で特筆すべき点は2016年６月１日にYouTubeで公開されたデンマークの格安チケット旅
行検索サイト「モモンド社」の「The DNA Journey/DNAの旅」５の動画を教材資料に組み込んだこ
とである。DNAを調べると誰もが多数の国に祖先がいると判明し、そこから人種の壁が取り払われ
ていく模様が描かれた動画である。現時点で1993万回再生されている。ノート写真にも「DNA鑑定
の動画に感動した。もう一回自分で見たい！」「ひらかれた世界はひらかれた心からはじまるという
ビデオ内の言葉が素敵だった。」「勝手な思い込みはよくないと思った。」といった感想が多く書かれ
ており、初手で「心に火をつける」ことに成功したと考えている。

２−４．２回目以降の授業
　図３に２回目以降の授業の提示教材と授業風景を示す。ここからは大きく前半と後半に分けており、
先ずは『WARMING UP』と名付けた導入部分を設け、後半の『ミライの授業』に繋がる話題を用意
した。90分間の一方通行の講義なので、如何に飽きさせないか、そして興味関心をどのように維持さ
せるかが鍵であると考えていた。そこで「毎回何かしらのヒントになるものを意図的に『WARMING 
UP』で提示している。この話題はどこで繋がるのかを考えながら見ていてほしい。もちろん今回の
授業とは限らないし次回の授業で繋がってくるのかもしれない。是非、違和感を持って伏線回収を楽
しんでほしい。」と最初に伝えた。各回の『WARMING UP』の話題は以下のとおりである。

図２　「初回授業の提示教材と授業風景」
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　２回目）なぜK-POPは勢いがあるのか？
　３回目）なぜ多くの日本人は「LとR」の発音が上手く出来ないのか？
　４回目）一見お金にはなりにくい「価値」がお金に変わる？
　５回目）人間は不合理なもの（実は合理的じゃない）
　６回目）化学と物理でエネルギーを蓄える（古くて新しい技術）
　７回目）『THE FIRST TAKE』に何故魅了されるのか？
　８回目）イソップ寓話『北風と太陽』に学ぶ

　後半で使用している『ミライの授業』は、2016年初版の14歳向けに書かれた266ページのA5判の単
行本である。著者の瀧本哲史氏は東京大学卒業後に投資家としても活躍し、京都大学でも教鞭を取っ
ていた最中、47歳という若さで亡くなった。氏の著書を何冊読んでおり、特に「未来ある若者に投資
したい」という考えに強く感銘を受け、勝手ながら何かの形で引き継ぎたいと思っていた。当時、音
楽学部３年次編入を考えている短期大学生向けに「実務基礎Ｄ（進学対策講座）」を開講しており、
2018年度から筆者が担当していた。そこで実験的に『ミライの授業』をテキストとして採用した。専
修も専攻楽器も違う学生を一括りに扱うので当初は手探りのところが大きく、自らの指導力不足を反
省するところもあったが、「まとめのレポート」を読んで一つの確信を得た。内容自体はとても素晴
らしく良いレポートを書いているが、読書習慣のない学生も多く、単なるテキストの読み合わせになっ
てしまい、こちらの熱意が伝わらないことが一番の課題だった。そこで「職業音楽人キャリアⅠ」に
組み替える際に以下の点を修正した。

　１）『ミライの授業』に入る前に『WARMING UP』を加えて思考のスイッチを入れさせる。
　２）ノートは筆者とのコミュニケーションツールと伝え、無言でノート作成に集中させる。
　３）前半と後半の話題が関連していることを意図的に伝え、伏線回収をさせる（アハ体験）。
　４）ノート写真を毎週提出させてコメントを返す。
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２−５．まとめのレポート
　図４に「まとめのレポート」を示す。なお、本文251ページから引用して『世界を変える旅は自分
を変えることから始まるのだ』とタイトルをつけるように指示した学年もある。初回からのノート写
真を順に辿っていくと、学生の考え方の変化も読み取ることができる。特に「まとめのレポート」に
は一切の制限はつけていないので、上手なイラストを加えて紙のノートに書く者、MS-Wordで丁寧
に書く者、UNIPAに直接記入する者など、表現方法にも多様性が見られる。多岐に亘る進路の選択
肢があるように、自分に合った表現方法を自ら選択することも「思い込みをぶっ壊せ」が体現できた
証ではないかと考える。

２−６．授業評価アンケート
　図５に「2021年度の授業評価アンケート結果」を示す。総じて有益であったとの回答を得た。特に
質問Bの「９　この授業に対する担当教員の意欲や熱意を感じましたか。」の項目では「とてもそう
思う」が41/47（約87％）であった。初年度の試みゆえに何よりも嬉しい結果であった。

３．所感
　2024年後期から４年目の「職業音楽人キャリアⅠ」を開講している。有難いことに１年目に教えた
2021年入学生から現時点で延べ15名の教員採用試験現役合格者が出た。もちろん諸先生方のご指導の
賜物であると十分感謝した上で、微力ながらこの授業をとおして「最後まで諦めるな」「自分の人生
は自分で決めろ」と言ってきたことが何かしらの着火剤となって背中を押してあげられたのではない
かと自負している。今後も熱い心を持った『職業音楽人』を育成していきたい。

註
１　2024年10月４日時点
２　ラベリング【labeling】：製品のブランド，品質，内容などを表示した小紙片を添付したり，包装

紙に印刷したりすること．その主たる目的は，品質や内容を明確にすることにより買い手の便宜
を図ることであるが，メーカー・サイドからすれば自社製品の優秀性を示し，差別化していくた
めの重要な手段のひとつと考えられる．出典（株）ジェリコ・コンサルティング/流通用語辞典

３　https://www.ksu.ac.jp/music/curriculum
４　https://prezi.com/
５　https://www.youtube.com/watch?v=tyaEQEmt5ls

図３　「２回目以降の授業の提示教材と授業風景」
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図４　「まとめのレポート」
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図５　「2021年度の授業評価アンケート結果」
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